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■　目　的
　中部リサイクル株式会社はゴミ焼却灰を還元溶融し
て100％資源化してます。
　そこで、焼却灰の埋立処理方法と当社溶融再資源化
方法を①資源消費（資源回収メリットを含む）、②地
球温暖化の2点から見た LCAの数値を比較します。

■　結果と今後の展開
［溶融処理と埋立ての比較］

　ごみ焼却灰の埋立処理と溶融処理を比較した結果、
溶融処理において、エネルギー使用からの地球温暖化
要因およびエネルギー資源消費が埋立処理に比べて増
加しますが、資源回収から見ると、二次発生品のスラ
グ、磁選メタル、溶融メタル（金、銀、銅、鉄、レアー
メタル）、脱塩操業による亜鉛原料（亜鉛、鉛）など
枯渇資源の回収により資源節約ができ、新規金属等の
生産にかかる資源採掘、運搬及び精練にかかる環境負
荷を大幅に低減することが可能になることが想定され
ます。本事業は、循環型社会を構築する上で重要なも
のと位置づけられます。
　ただし、新規金属等の生産にかかる資源採掘、運搬、
精錬等における環境負荷の低減効果、埋立における周
辺自然環境に対する影響は、現時点では定量化できて
いないので、各研究機関での調査を待ち更に進めて行
きたいと思います。
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回収資源
溶融スラグ、溶融メタル、亜鉛

　今回初めて LCAを実施して、自社の環境に
対する影響度が良くわかった。
　今後は更に資源回収メリット及び環境への貢
献メリットを加えてＬＣＡを完成させたい。
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